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住
宅
耐
震
診
断
等
の
補
助
を
し
ま
す

☆
次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
、
非

木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

◇
平
成
12
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

（
非
木
造
住
宅
の
場
合
は
昭
和
56
年
5

月
31
日
以
前
に
着
工
）

◇
2
階
建
以
下

◇
延
べ
面
積
２
０
０
㎡
以
下

◇
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅

※
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
は
無
料
。

■
補
助
金
額

◇
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金

上
限
8
万
9
０
０
０
円

◇
耐
震
改
修
工
事
補
助
金
（
現
地
建
替

え
含
む
。）

上
限
１
１
６
万
6
０
０
０
円

　

改
修
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
補
助
申
請
後
、
工
事
を
完
了
し

な
い
限
り
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
耐
震
ベ
ッ
ド
の

補
助
金

上
限
26
万
6
０
０
０
円

※
令
和
３
年
3
月
１
日
㊊
ま
で
に
事
業

が
完
了
す
る
こ
と

■
募
集
件
数
﹇
先
着
﹈

◇
耐
震
診
断　

２
０
０
件

◇
耐
震
改
修
工
事
補
助
（
現
地
建
替
え

含
む
。）　

50
件

◇
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
耐
震
ベ
ッ
ド
の

補
助　

2
件

　

募
集
件
数
は
、
予
算
の
都
合
に
よ
り

増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
左
記

又
は
各
行
政
局
産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー

ジ
参
照
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
建
築
課 

建
築
係
（
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
1
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

☆h
ttp://w

w
w

.tan
abe.lg.jp/

kenchiku/index.htm
l

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

ー
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
ー

☆
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
、
令
和
２
年

４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記

各
種
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
を

一
部
補
助
し
ま
す

■
交
付
要
件　

市
に
住
民
票
の
あ
る
世

帯
の
世
帯
主
が
、
市
内
の
販
売
店
で
処

理
機
器
を
購
入
し
（
通
信
販
売
や
ネ
ッ

漁
業
就
業
体
験
（
弟
子
入
り
体
験
）

を
実
施
し
ま
す

　

漁
業
を
職
業
と
し
て
地
域
に
定
着
し

よ
う
と
す
る
方
へ
機
会
を
提
供
し
、
市

内
に
お
い
て
漁
業
の
担
い
手
と
し
て
定

着
・
就
業
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施

し
ま
す
。

☆
漁
船
に
同
乗
し
、
漁
の
準
備
か
ら
後
片

づ
け
ま
で
を
研
修
（
体
験
）
し
ま
す
。
乗

船
研
修
は
最
大
３
日
間
ま
で
可
能
で
す
。

☆
原
則
と
し
て
15
歳
以
上
50
歳
未
満
の

方
（
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
）

☆
無
料
。
た
だ
し
、
体
験
者
の
居
住
地

か
ら
現
地
ま
で
の
交
通
費
、
滞
在
費
及

び
漁
業
就
業
体
験
に
お
け
る
保
険
料
等

は
体
験
者
が
自
ら
負
担
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

☆
着
替
え
・
タ
オ
ル
・
雨
具
・
長
靴
・

軍
手
・
弁
当
・
飲
物 

等

☆
ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
申
込
書
、
履

歴
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
水
産
課 

水
産
係

☆
0
7
3
9
（
２
６
）
9
9
3
2

地
域
保
健
福
祉
推
進
補
助
金
を
交
付

し
ま
す

　

民
間
団
体
が
高
齢
者
等
の
保
健
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
に
行
う
先
導
的
事

業
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

※
国
、
県
、
市
の
他
の
補
助
金
の
対
象

と
な
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額　

事
業
の
運
営
に
要
す
る

費
用
を
対
象
と
し
、
施
設
建
設
等
に
要

す
る
費
用
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
１
事

業
に
つ
き
１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
、

交
付
期
間
は
３
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
予
算
の
都
合
上
、
全
額
を
補
助
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
所
定
の
申
込
書
等
を
6
月
30
日
㊋
ま

で
に
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
等
は
、
左
記
で
配
布
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
福
祉
課 

庶
務
係
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
2
階
）

☆
0
7
3
9
（
２
６
）
4
9
0
0

☆h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/fukushi/index.htm
l

世
界
農
業
遺
産
住
民
提
案
型
地
域
活

動
支
援
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
み

な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
保

全
・
活
用
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す
る

た
め
、
世
界
農
業
遺
産
に
関
連
す
る
地

域
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
支
援
し

ま
す
。

■
応
募
資
格　

田
辺
市
及
び
み
な
べ
町

に
活
動
拠
点
の
あ
る
組
織
・
グ
ル
ー
プ

■
対
象
事
業　

世
界
農
業
遺
産
「
み
な

べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全
・

活
用
を
推
進
す
る
活
動

■
事
業
実
施
期
間　

補
助
金
交
付
決
定

日
〜
令
和
３
年
２
月
28
日
㊐

☆
５
月
11
日
㊊
〜
22
日
㊎
17
時﹇
必
着
﹈

に
梅
振
興
室
（
市
役
所
別
館
２
階
）
へ

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
類
は
、
梅
振
興
室
で
配
布
す
る
ほ

か
、「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」

専
用
サ
イ
ト
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

☆
「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」
事
務
局
（
み
な
べ
町

う
め
課
内
）

高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
一
般

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
事

業
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
◇
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
数

回
開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

◇
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び

職
員
で
な
い
方

☆
２
名

■
任
期　

令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で

☆
5
月
29
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、「
田

辺
市
の
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

８
０
０
字
程
度
の
小
論
文
に
、
略
歴

(

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話

番
号
・
職
業)

を
添
え
て
、
下
記
へ
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵
送
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

☆
支
給
対
象
遺
族
は
、
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
遺
族
で
、弔
慰
金
の
受
給
権
者・

戦
没
者
等
の
子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
で
順

位
の
優
先
さ
れ
る
ご
遺
族
一
人
で
す
。

☆
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

☆
◇
福
祉
課 

庶
務
係
（
市
民
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

☆
◇
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

１

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

ト
販
売
は
対
象
外
）、
市
内
に
設
置
す

る
こ
と
。

■
補
助
対
象
機
器　

密
閉
式
バ
ケ
ツ
容

器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
電
気
式
生
ご

み
処
理
機　

■
補
助
金
額　

本
体
価
格
（
購
入
価
格

か
ら
消
費
税
及
び
配
達
料
等
を
除
く

額
）
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
は
２
万

円
（
１
０
０
円
未
満
は
切
捨
て
）

■
補
助
対
象
個
数　

１
世
帯
に
つ
き
１

基（
た
だ
し
、予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

☆
処
理
機
器
を
購
入
す
る
前
に
指
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

令
和
３
年
３
月
中
頃
ま
で
に
、
左
記
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
玄

関
受
付
係
（
本
庁
舎
２
階
）、
健
康
増

進
課
（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）、

各
行
政
局
、
各
連
絡
所
（
万
呂
、
ひ
が

し
、
三
栖
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

含
む
。）、
廃
棄
物
処
理
課
（
市
ご
み
処

理
場
）、
水
道
事
業
所
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。

☆
廃
棄
物
処
理
課 

廃
棄
物
対
策
係

〒
6
4
6
―

0
0
5
3

元
町
2
2
9
1
―

6

☆
0
7
3
9
（
２
４
）
6
2
1
8

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg
.jp

/s
e

is
o

u
/re

c
y

c
le

/
nam

agom
i.htm

l

子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
と

サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募
集
し
ま
す
　
　

※
開
催
に
つ
い
て
（
19
ペ
ー
ジ
へ
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ほ
し

い
方
の
要
望
に
応
じ
て
、
お
手
伝
い
で

き
る
方
（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
を
紹
介
し
、

一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預
か
る
（
送
迎

も
含
む
。）
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
で

す
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
と
し
て
活
動
を
す

る
た
め
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
子

育
て
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
６
月
１
日
㊊
〜
５
日
㊎

☆
10
時
〜
16
時

☆
万
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階

「
集
会
室
」

☆
身
近
な
物
を
使
っ
て
遊
ぶ
ア
イ
デ

ア
、
子
供
の
食
事
、
看
護
、
栄
養
、
事

故
予
防
な
ど
で
す
。
１
つ
の
講
座
か
ら

で
も
受
講
可
で
す
。

☆
5
月
27
日
㊌
ま
で

※
託
児
は
5
月
25
日
㊊
ま
で
に
先
着
３

名
（
全
講
座
受
講
者
を
優
先
し
ま
す
。）

☆
田
辺
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
ぱ
ー
く　
　
　
　
　

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
５
４
８
６

☆
０
７
３
９
（
３
３
）
９
３
１
０

☆h t t p s : / / w
 w

 w
 . g i a h s 

-m
inabetanabe.jp/

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
『
よ
ろ
ず
』
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
　
　
　
　
　
　

※
現
在
は
、
電
話
対
応
の
み

☆
毎
月
第
２
・
４
㊋(

㊗
、
年
末
年
始

を
除
く
。）

☆
９
時
30
分
〜
17
時
15
分

☆
西
牟
婁
振
興
局

☆
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
国
が
全
国

に
設
置
す
る
無
料
の
経
営
相
談
所
で

す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
売
上
拡
大
・

経
営
改
善
等
の
お
悩
み
を
お
気
軽
に
ご

相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
定
期
的
に
出

張
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

☆
和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
（
公
益

財
団
法
人
わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団
内
）

☆
０
７
３
（
４
３
３
）
３
１
０
０

☆https://yorozu-w
akayam

a.
jim

dofree.com
/

出
張
相
談
会/
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被
害
者
支
援
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す

※
開
催
に
つ
い
て
（
19
ペ
ー
ジ
へ
）

　

犯
罪
や
交
通
事
故
、
D
V
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
の

被
害
者
や
家
族
等
か
ら
の
電
話
・
面
接

に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

☆
☆
５
月
30
日
㊏　

10
時
〜
16
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階「
相
談
室
」

■
相
談
電
話
【
当
日
の
み
開
設
】

☆
０
７
３
９
（
２
３
）
５
８
７
０

■
面
接
相
談　

当
日
も
お
受
け
し
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

☆
公
益
社
団
法
人 

紀
の
国
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

☆
０
７
３
（
４
２
７
）
１
０
０
０

☆http://w
akayam

a-kvsc.jp/

「
国
民
健
康
保
険 

医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
ま
す

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
実
際

に
か
か
っ
た
医
療
費
と
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年

に
6
回
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
受
診
さ
れ
た
医

療
機
関
等
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
、
支

払
が
行
わ
れ
た
分
に
つ
い
て
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
控
除
の
申
請
手
続
で

医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
再
発
行
で
き
ま

す
が
、
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
目
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

第
1
回
目
の
発
送
は
、
5
月
中
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

☆
保
険
課 

庶
務
係

☆
0
7
3
9
（
２
６
）
9
9
2
4

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
子
宮
頸
が
ん
）
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す

☆
平
成
25
年
4
月
か
ら
定
期
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
窓
口

で
依
頼
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

☆
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
中
学
1
年
生

〜
高
校
1
年
生
相
当
の
女
子

☆
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

助
成
し
ま
す

☆
１
人
１
回
の
接
種
費
用
を
助
成
（
自

己
負
担
金
２
０
０
０
円
が
必
要
）

※
1
回
目
を
自
費
で
接
種
し
、
2
回
目
の

接
種
を
希
望
す
る
方
も
助
成
対
象
で
す
。

☆
１
歳
以
上
７
歳
未
満
の
小
学
校
就
学

前
の
市
民
（
た
だ
し
、
既
に
お
た
ふ
く

か
ぜ
に
罹り

か
ん患
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

接
種
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
又

は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
19
ペ
ー
ジ

参
照
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

成
年
被
後
見
人
の
印
鑑
登
録
手
続
の

ご
案
内

　

成
年
被
後
見
人
に
お
け
る
印
鑑
登
録

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

■
手
続　

成
年
後
見
人
及
び
成
年
被
後

見
人
が
２
人
で
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
◇
成
年
後
見
人
の
登
記
事
項
証
明
書

（
発
行
日
か
ら
3
か
月
以
内
の
原
本
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す

☆
対
象
の
方
が
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
た
場

合
、
市
か
ら
助
成
が
あ
り
ま
す
の
で
左

記
の
自
己
負
担
金
の
み
で
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
に
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
）
を
接
種
さ

れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
接
種
期
限　

令
和
3
年
3
月
31
日
㊌
ま
で

☆
◇
次
表
に
該
当
す
る
市
民
及
び
心
臓

や
腎
臓
な
ど
の
機
能
障
害
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

年齢 生年月日
65 歳 昭和 30 年 4 月 2 日～昭和 31 年 4 月 1 日

70 歳 昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日

75 歳 昭和 20 年 4 月 2 日～昭和 21 年 4 月 1 日

80 歳 昭和 15 年 4 月 2 日～昭和 16 年 4 月 1 日

85 歳 昭和 10 年 4 月 2 日～昭和 11 年 4 月 1 日

90 歳 昭和 5 年 4 月 2 日～昭和 6 年 4 月 1 日

95 歳 大正 14 年 4 月 2 日～大正 15 年 4 月 1 日

100 歳 大正 9 年 4 月 2 日～大正 10 年 4 月 1 日

■
自
己
負
担
金　

３
０
０
０
円
。
た
だ

し
、
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
福
祉

課
で
発
行
す
る
証
明
書
を
お
持
ち
い
た

だ
け
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
◇
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/kenkou/infuru.htm
l

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
及
び
健
康
チ
ェ
ッ
ク

補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

受
診
方
法
等
の
詳
細
は
、
４
月
中
旬

に
送
付
の「
田
辺
市
検
診
の
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
定
健
診
】

■
期
間　

令
和
３
年
１
月
31
日
㊐
ま
で

☆
身
体
計
測
・
血
液
検
査
・
心
電
図
等
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目
し
た
健
康
診
査

☆
40
歳
〜
74
歳
の
田
辺
市
国
保
被
保
険
者

※
対
象
者
に
は
、受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
補
助
金
】

■
期
間　

令
和
３
年
３
月
31
日
㊌
ま
で

☆
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
検
査
・
骨
粗

し
ょ
う
症
検
査

※
申
込
み
及
び
受
診
の
予
約
は
必
要
で
す
。

☆
16
歳
〜
74
歳
の
田
辺
市
国
保
被
保
険
者

☆
自
己
負
担
あ
り

☆
保
険
証
・
印
鑑
、
40
歳
以
上
の
方
は

特
定
健
康
診
査
受
診
券
と
各
種
検
診
受

診
券
を
お
持
ち
の
上
、
左
記
又
は
各
行

政
局
住
民
福
祉
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
脳
検
査
の
補
助
は
、
同
一
年
度
に
特

定
健
診
又
は
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

者
に
限
り
ま
す
。

☆
保
険
課 

庶
務
係
（
本
庁
舎
2
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
４

◇
成
年
後
見
人
及
び
当
該
成
年
被
後
見

人
の
本
人
確
認
書
類
（
写
真
付
き
の
官

公
庁
発
行
の
も
の
）

◇
登
録
す
る
印
鑑

※
成
年
被
後
見
人
の
写
真
付
本
人
確
認

が
な
い
場
合
は
、
照
会
書
対
応
に
な
り

ま
す
。

☆
◇
市
民
課 

窓
口
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
３

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

第
31
回
田
辺
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た

　

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

し
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
に
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
個
人
の
部
】

■
陸
上　

横
堀 

雅ま
さ
た
か孝

、
鈴
木 

杏あ
ん
な奈

、                                      

晄
ひ
か
り  

眞ま
あ
く空

■
カ
ヌ
ー　

野
久
保 

翔し
ょ
う
ま万
、
小
林 

実み

お央
、

岩
瀬 

智と
も
や哉

【
団
体
の
部
】

■
田
辺
高
等
学
校 

新
体
操
部
（
女
子
）

若
勇 

歌か

の

は
乃
葉
、
浦 

ひ
か
り
、
垣
本 

真ま

こ子
、

丸
山 

幸さ
ち
え恵

■
田
辺
高
等
学
校 

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
（
女
子
）

中
道 

香か
す
み澄
、
尾
花 

仁ひ
と
み美
、
坂
本 

麗れ

な奈
、

小
澤 

碧あ
お
い

■
田
辺
高
等
学
校 
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
（
男
子
）

小
田 

遥は
る
や也
、
本
松 

伯は
く

■
田
辺
高
等
学
校 

ホ
ッ
ケ
ー
部
（
男

子
）

岡 

俊し
ゅ
ん、
上
地 

宏ひ
ろ
き季
、
野
田 

晴は
る
き生
、

下
滝 

健け
ん
と登

、
上う
え
つ
ぎ續 

雄ゆ
う
だ
い大

、
谷
口 

優ゆ
う
し
ん心

、

青
木 

都と

わ倭

■
田
辺
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ク
ラ
ブ

谷
地 

あ
い
、
池
口 

友ゆ

み望
、
砂
野 

琉る

い唯

■
神
島
高
等
学
校 

弓
道
部
（
男
子
）

植
野 

海あ
ま
と音
、
松ま
つ
み實 

大た
い
き樹
、
森
本 

光
ひ
か
る

■
田
辺
工
業
高
等
学
校 

体
操
競
技
部

（
男
子
）

中 

開は
る
き紀
、
石
関 

睦と
も
き輝
、
中 

心し
ん
た
ろ
う

太
朗
、

上
村 

啓け
い
す
け介
、
林 

聖ま
さ
と人

■
熊
野
高
等
学
校 

空
手
道
部
（
女
子
）

阪
本 

莉り

ね寧
、
古
川 

陽ひ
な
た向
、
古
川 

真ま
ひ
る陽
、

横
山 

詩し

ほ歩

■
熊
野
高
等
学
校 

空
手
道
部
（
男
子
）

藪
中 

蓮れ
ん

、
新
谷 

浩こ
う
き輝

※
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
つ
い
て
は
、
広
報
田

辺
4
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

消
費
者
啓
発
の
講
座
開
催
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
開
催
に
つ
い
て
（
19
ペ
ー
ジ
へ
）

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
専
門
の
講
師
を
無
料
で
派
遣
し
て

い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
等
の

会
議
や
研
修
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

☆
◇
最
近
の
消
費
者
被
害
と
そ
の
対
策

◇
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意 

等

☆
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
日
程
や
場
所
、
講
座
内
容
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。

☆
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１



INFORMATION情報ボックス

休日急患診療

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119
※ #7119 につながりにくい場合は、市消防本部
（　0739-22-0119）へご連絡ください。
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モバイル用
ホームページ 防災行政メール等 全国版救急受診ガイド

「Q助」

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科、小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

市の人口
（令和 2年 3月末現在）

前月比
（-119）
（-160）
（-279）
（-5）

  男 　34,183 人
  女 　38,378 人
  計 　72,561 人
世帯　35,128 世帯

11 人
16 人
27 人

3 月の
出生

花
と
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
運
動
助
成
事

業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

☆
市
民
グ
ル
ー
プ
が
土
地
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
、
空
地
等
に
花
苗
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
植
え
る
場
合
に
、
１
団
体
に

つ
き
６
万
円
相
当
分
を
上
限
に
花
苗
を

差
し
上
げ
ま
す
。
事
前
に
申
請
書
等
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
左
記
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
募
集
団
体
数　

60
団
体 

☆
管
理
課 

公
園
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
６

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
届
き
ま
し

た
か
？

　
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
３
月

上
旬
に
広
報
田
辺
と
一
緒
に
配
布
し
ま

し
た
。
ご
自
宅
に
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、次
の
場
所
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

■
配
布
先　

玄
関
受
付
係
（
本
庁
舎
２

階
）、
健
康
増
進
課
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
）、各
行
政
局
、各
連
絡
所（
万

呂
・
ひ
が
し
・
三
栖
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
含
む
。）、廃
棄
物
処
理
課（
市

ご
み
処
理
場
）、
水
道
事
業
所

☆
廃
棄
物
処
理
課 

施
設
業
務
係

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

工
業
統
計
調
査
の
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す

　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１
日
㊊
を
基

準
日
と
し
て
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
本
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
府
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係
（
統
計

担
当
）

☆
０
７
３
９
（
３
４
）
２
７
８
２

水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

■
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水

　

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で

す
。
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
の
大
切

さ
を
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
の
使
用
量
が

増
え
、
７
月
か
ら
８
月
が
最
も
多
く
な

り
ま
す
。
水
を
大
切
に
使
う
た
め
に
、

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
あ
な
た
も

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
漏
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

も
し
ご
家
庭
の
水
道
設
備
で
漏
水
が

発
生
し
た
場
合
、
漏
水
分
の
料
金
は
利

用
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
負
担
と
な
り
ま

す
。
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が

回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、
田
辺
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
の
修
繕
等
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
家
庭
内
の
水
道
の
修
繕
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
修

繕
や
水
道
の
新
増
設
等
の
工
事
は
、
田

辺
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
ご

依
頼
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
消
火
栓
の
使
用
等
に
よ
る
濁
り
水
に

つ
い
て

新
庁
舎
基
本
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト

「
命
を
つ
な
ぐ
災
害
に
強
い
庁
舎
」

　

新
庁
舎
は
、
地
震
災
害
発
生
直
後
か

ら
災
害
対
応
業
務
並
び
に
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
等
の
業
務
継
続
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
免
震
構
造
の
建
物
と
し
ま
す
。

　

建
物
の
構
造
に
は
、
主
に
「
耐
震
」

と
「
免
震
」
が
あ
り
、
地
震
発
生
時
に

は
、
大
き
な
違
い
が
生
じ
ま
す
。

　
「
耐
震
」
は
、
建
物
は
倒
壊
し
な
い

が
内
部
の
揺
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
つ
く
り
で
、「
免
震
」
は
、
建
物

に
揺
れ
を
伝
え
な
い
つ
く
り
で
す
。
免

震
構
造
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
物
内

の
家
具
の
転
倒
や
情
報
端
末
の
破
損
を

第
28
回
文
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
中

止
し
ま
す

　

5
月
16
日
、
17
日
（
展
示
部
門
）
及

び
5
月
24
日
、
31
日
（
舞
台
部
門
）
に

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

　

消
火
栓
の
使
用
や
水
道
管
破
裂
に
よ

る
漏
水
な
ど
が
あ
る
と
、
水
道
管
の
中

を
流
れ
て
い
る
水
の
速
さ
や
方
向
が
変

わ
り
、
水
道
水
が
赤
茶
色
に
濁
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
飲
み
水
等
へ
の
使

用
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
通
常

は
し
ば
ら
く
流
し
続
け
る
と
き
れ
い
に

な
り
ま
す
が
、
き
れ
い
に
な
ら
な
い
と

き
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
水
道
部

☆
0
7
3
9
（
２
４
）
0
0
1
1

※
時
間
外

☆
0
7
3
9
（
２
４
）
7
9
2
0

☆
h

ttp
://w

w
w

.city.tan
ab

e.
lg.jp/suidou/index.htm

l

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作
成
に
伴

う
訪
問
調
査
を
中
止
し
ま
す

　

災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
で
、
そ
の
円
滑

か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め

特
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
名
簿
の
作
成
の
た
め
に
５
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
民
生
委
員
・
児
童

第
30
回
南
方
熊
楠
賞
授
賞
式
の
開
催

を
延
期
し
ま
す

　

5
月
9
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
秋
以
降
の
開
催
に
向
け
て

調
整
し
て
お
り
、
日
程
が
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
０
９

抑
制
し
、
地
震
後
も
庁
舎
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
新
庁
舎
整
備
室

☆
０
７
３
９
（
３
４
）
３
３
３
６

委
員
が
対
象
と
な
る
方
の
お
宅
を
訪
問

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
訪
問
調
査
を
中
止
し
ま
す
。

☆
福
祉
課 

庶
務
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て

　

情
報
ボ
ッ
ク
ス
（
14
〜
19

ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
て
い
る
各

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
な
ど
は
、
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
、
開
催
し

な
い
場
合
や
延
期
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

開
催
の
有
無
等
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
各
担
当
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

耐震構造 免震構造


